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【スポーツ功績賞】 
成績 

４位 
 

出場 

優勝 

優勝 
 

出場 

氏　名 

松岡　侑香 
 

藤本　侑希 

白石　望美 

前川　幸穂 
 

桝田　清紀 

所　　属 

福崎小学校（５年生） 
 

福崎小学校（６年生） 

福崎西中学校（３年生） 

兵庫県立姫路商業
高等学校（２年生） 

大門ジャガーズ 

氏　名 

村岡　未悠 

難波　正司 

所　　属 

兵庫県立香寺高等学校（３年生） 

兵庫県立福崎高等学校 

分　　野 

合唱 

歴史・民俗学 

内　　　　容 

第３６回全国高等学校総合文化祭文化連盟賞受賞 

地域文化の高揚（播磨の歴史・民俗学及び俳諧・俳句史の研究） 

【吉識雅夫科学賞】 
部　　門 

小学生低中学年の部 

小学生高学年の部 

中学生の部 

氏　名 

藤原　敬洋 

荒柴　育人 

鎌谷かれん 

所　　属 

福崎小学校（４年生） 

福崎小学校（５年生） 

福崎東中学校（３年生） 

内　　　　容 

野菜の水分量調べ 

アリのきらいな食べ物は？ 

炭酸カルシウムの性質～半透膜を作ろう～ 

内　　　　容 

第１７回オープントーナメントグランドチャンピオン
決定戦　全日本少年少女空手道選手権大会 

第２８回全国小学生陸上競技交流大会 

第１２回全日本中学生男女ソフトボール大会 

第３０回近畿高等学校少林寺拳法大会兼第１６回
全国高等学校少林寺拳法選抜大会予選 

第１０回日本スポーツマスターズ男子ソフトボール大会 

種　　　　目 

極真空手組手 
小学５年女子の部 

ソフトボール投げ 

ソフトボール競技 

女子規定組演武の部
女子団体演武の部 

ソフトボール競技 

福崎町民または出身者及び町内に所在する団体で、特に優秀な成績をおさ 
めた個人や団体 

【文化功績賞】 文化的活動や発展に功績があった個人や団体 

町立学校で自然科学分野において優れた研究、観察などを行った児童生徒 

２ 

　
３
月
３
日
、
「
平
成
２４
年
度
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
・

文
化
功
績
賞
・
吉
識
雅
夫
科
学
賞
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

（
受
賞
者
は
下
表
の
と
お
り
。
順
不
同
。
敬
称
略
。
） 

　
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
社
会
教
育
課
） 

●文化センター行事予定（4/20～5/19） 

神崎学園 

日時：５月９日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 

福寿学園 

日時：４月２５日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　５月９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：４月２４日（水）　１３：３０～１５：００ 
　演題：「脳卒中と健康増進医学」 
　講師：姫路中央病院　脳神経外科　顧問　中村成夫さん 
脳卒中は、脳の血管が詰まったり破れたりする疾患です。 

近年、高齢化や食生活の欧米化により、脳卒中にかかる

人の数は増加の一途をたどっています。自分にも起こり

うる病と考え、予防法を知るきっかけにしませんか？ 

＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。どうぞ、
お越しください。 



３ 

チケット好評発売中！ ５月４日（土・祝） 5月の催し 

『あなたへ』 

■キャスト／高倉　健・田中裕子 

　　　　　　大滝秀治 他 

■時間／①１０：００～　②１３：００～ 

　　　　③１６：００～ 

■入場料／５００円【全席自由】 

☆２０１２年劇場公開の高倉健さんが主演の映画です。大滝

秀治さんの遺作でもある本作品をワンコイン（５００円）で上

映します。 

★エルデホール催物のご案内★ 

５月５日（日・祝） 

■時間／①１１：００～　②１４：００～ 

■入場料／５００円【全席自由】 

☆大ヒットシリーズ「シュレッ

ク」に登場する人気キャラクタ

ー「長ぐつをはいたネコ」こと主人公のプスが繰り広げる

冒険の話。ワンコイン（５００円）でご覧ください。 

5月の催し チケット好評発売中！ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【４月の休館日】４日・１１日・１８日・２５日・３０日 
　【５月の休館日】２日・７日～１１日・１６日・２３日・３０日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

ワンコイン映画鑑賞会 

『長ぐつをはいたネコ』（吹き替え版） こどもの日企画 
ワンコイン映画鑑賞会 

６月23日（日） 

■出演／ロザン 

　　　　（菅　広文・宇治原史規） 

■開演／１４：００（開場／１３：３０） 

■入場料／１,５００円【全席指定】 

☆高学歴の芸人として、テレビのク

イズ番組などで活躍中の漫才コンビ「ロザン」が、学生時

代の経験をもとに、勉強の仕方から進路の考え方、はたま

たおもしろ雑学まで、楽しい授業を繰り広げます。質疑応

答の時間もあるので直接悩みを相談できるかも!?

6月の催し 

『ロザンのお笑い課外授業』 

4月12日（金）チケット発売開始！ 

企画運営委員のみなさん　　　　 
　　　ありがとうございました！ 
企画運営委員のみなさん　　　　 
　　　ありがとうございました！ 

　エルデホール自主事業の企画・運営に関わってく
ださった企画委員会が２０年を節目に解散しました。

町の芸術文化
振興にご尽力
をいただいた
委員のみなさ
ん、本当にあ
りがとうござ
いました！ 

★ あなたの夢企画を応援します！ ★ 

　エルデホールでは、今年度か
ら住民企画のイベントを実施し
ます。 
　「こんな舞台を見たい。」「あ
のアーティストを呼びたい。」な
ど、あなたが日々思われている
夢を企画して提案していただき
ます。 

（企画にあたって） 
○対象団体：文化芸術事業を行うことを主な目的として組織された団体 
　・代表者及び事務局があること 
　・代表者が福崎町内に在住もしくは在勤していること 
○対象事業：有料の公演で、団体が共演するなど、その事業にかかわること 
 
　審査の結果、事業費の一部もしくは相当額を支援します。 
　詳細は、エルデホールへお問い合わせください。 

　日本スポーツ少年団創設５０周年記念事業として、

功労者表彰がありました。 

　福崎町からは、本部長の志水良晴さんと副本部

長の松岡和仁さんが功労者表彰を、柔道スポーツ

少年団が優秀団表彰を受賞されました。 

　功労者表彰は、団体の育成に１５年以上継続して

活動をされた方、優秀団表彰は、結成以来２０年以

上にわたり継続して活動されている団体に対して

贈られるものです。志水さんは平成２年から、松

岡さんは平成４年から務められ、柔道スポーツ少

年団は平成２年に結成以降、継続して活動され、

町のスポーツ振興に大きく貢献されています。 

　今後ますますのご活躍

を祈念します。 

（社会教育課） 



町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

　
平
成
２５
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
７３
億
３
５
０
０
万
円
（
前
年
度
比

４
・
９
％
増
）
総
額
１
３
２
億
２
０
６
０
万
円
（
３
・
２
％
増
）
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
昨
年
末
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で

政
権
が
代
わ
り
ま
し
た
。
金
融
緩
和
、

財
政
出
動
、
成
長
戦
略
の
３
つ
の
矢

を
放
っ
て
景
気
回
復
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
３
本
の
矢
が
的

を
射
て
大
き
な
効
果
が
出
る
こ
と
を

心
か
ら
期
待
し
ま
す
が
、
心
配
な
面

も
あ
り
ま
す
。 

　
福
崎
町
に
と
っ
て
の
今
年
は
ど
ん

な
年
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
一
つ
目
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の

最
終
年
度
で
す
。
計
画
に
掲
げ
た
目

標
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
二
つ
目
は
、
更
な
る
町
の
発
展
を

め
ざ
す
次
の
計
画
の
準
備
を
進
め
る

年
で
す
。 

　
今
年
は
、
自
律（
立
）の
心
を
育
て
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
そ
の
も
と

に
次
の
４
本
の
柱
を
配
置
し
て
、
町

政
運
営
を
進
め
ま
す
。 

①
科
学
の
心
で
知
を
力
に
し
た
ま
ち

づ
く
り 

②
も
て
な
し
の
心
で
共
に
生
き
る
ま

ち
づ
く
り 

③
食
育
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り 

④
地
産
地
消
で
活
力
を
育
て
る
ま
ち

づ
く
り 

　
第
１
の
柱
は
、
科
学
の
心
で
知
を

力
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
こ
の

柱
を
補
強
す
る
た
め
に
、
ま
ず
町
民

の
す
べ
て
が
何
事
に
も
好
奇
心
を
持

ち
、
多
面
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
現
状
分
析
を
き
ち
ん
と
行

い
、
解
決
す
る
た
め
の
努
力
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

　
第
２
の
柱
は
、
も
て
な
し
の
心
で

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
ま

ず
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
お
互
い

の
交
流
が
深
ま
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

も
て
な
し
の
行
為
は
、
来
ら
れ
た
お

客
様
を
温
か
く
親
切
に
受
け
入
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
た
く

さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
福
崎
町
の
情
報
を
積
極
的
に

発
信
す
る
能
動
的
な
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
第
３
の
柱
は
、
食
育
で
み
ん
な
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で

す
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
食
事
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
元
気
な
体
を
つ
く
る
に
は
、

栄
養
価
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
を
少
な
く

し
て
、
何
で
も
食
べ
る
運
動
を
展
開

し
ま
す
。 

　
第
４
の
柱
は
、
地
産
地
消
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で

す
。
日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
）
は
３９
％
で
す
。
自
分
の

国
の
食
べ
物
は
自
分
の
国
で
生
産
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
耕
作
し
な
い

農
地
を
生
か
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
山
の
緑
を
守
り
、
用

材
の
提
供
や
、
災
害
を
防
止
す
る
備

え
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
い
ま
、
町
民
の
願
い
は
次
の
三
つ

に
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
一
つ
目
は
、
元
気
で
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
活
動
が
で
き
、
病
気
に
な
っ

た
時
は
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
診

て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。 

　
二
つ
目
は
、
働
く
場
所
が
あ
っ
て
、

収
入
が
保
障
さ
れ
、
そ
の
お
金
を
使

っ
て
買
い
物
や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め

る
こ
と
で
す
。 

　
三
つ
目
は
、
い
じ
め
を
受
け
ず
、

差
別
さ
れ
ず
、
地
域
や
職
場
や
学
校

で
、
仲
良
く
楽
し
く
集
団
生
活
が
で

き
る
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
願
い
に
応
え
る
た
め
、
４
つ

の
柱
は
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
で
し

ょ
う
し
、
ま
た
発
揮
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

総
務
課 

・
女
性
委
員
会
の
活
動
推
進 

・
県
と
の
人
事
交
流
等
、
研
修
の
充

実 

企
画
財
政
課 

・
第
５
次
総
合
計
画（
サ
ル
ビ
ア
プ

ラ
ン
）の
検
討 

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

税
務
課 

・
債
権
管
理
条
例
に
よ
る
適
正
な
滞

納
対
策
の
推
進 

地
域
振
興
課 

・
商
工
・
観
光
行
政
の
強
化 

・
自
治
会
に
お
け
る
自
律
（
立
）
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

・
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
の
経
営

安
定
化 

住
民
生
活
課 

・
本
人
通
知
制
度
の
実
施 

・
町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
対
策
の
推

進 

・
防
災
資
機
材
の
充
実
と
自
主
防
災

組
織
の
育
成
強
化 

健
康
福
祉
課 

・
中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
・
入
院

医
療
費
無
料
化
の
継
続 

・
食
育
推
進
計
画
に
も
と
づ
く
地
産

地
消
に
よ
る
食
育
の
推
進 

・
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
半
額
助
成 

・
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
受
診
勧
奨
の
実
施 

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
開
設 

農
林
振
興
課 

・
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
推

進
に
よ
る
農
地
集
積
化
促
進 

・
高
岡
・
福
田
地
区
ほ
場
整
備
事
業

推
進
の
た
め
の
地
形
測
量
の
実
施 

・
た
め
池
耐
震
点
検
の
実
施 

ま
ち
づ
く
り
課 

・
高
橋
山
崎
線
等
幹
線
道
路
の
整
備 

・
長
野
橋
上
流
側
の
歩
道
橋
設
置 

・
福
崎
駅
前
周
辺
整
備
の
早
期
事
業

化
に
向
け
た
広
場
・
周
辺
道
路
の

整
備
計
画
策
定 

・
都
市
計
画
道
路
網
の
見
直
し
検
討 

上
下
水
道
課 

・
水
道
課
と
下
水
道
課
の
２
課
統
合

に
よ
る
業
務
効
率
化
と
連
携
強
化 

・
福
田
水
源
地
施
設
・
山
崎
配
水
池

の
整
備 

・
下
水
道
工
事
に
併
行
し
た
配
水
管

の
整
備 

・
上
中
島
地
区
・
八
反
田
東
地
区
の

下
水
道
面
整
備 

・
福
崎
工
業
団
地
・
企
業
団
地
区
域

の
下
水
道
整
備
の
推
進 

・
川
端
雨
水
幹
線
・
川
す
そ
雨
水
幹

線
の
整
備 

学
校
教
育
課 

・
八
千
種
幼
児
園
の
建
設 

・
高
岡
幼
児
園
の
基
本
計
画
・
実
施

設
計 

・
福
崎
東
部
学
童
保
育
園
の
開
園 

・
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
設
置
と
支

援
事
業
計
画
の
策
定 

総額 ７３億３,５００万円 一般会計 １３２億２,０６０万円 
「
活
力
に
あ
ふ
れ
　

風
格
の
あ
る
　

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て 

主
な
重
点
施
策 

４ 



●平成２５年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

●平成２５年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

合　　　計 

本年度 

7,335,000 

2,041,000 

212,200 

1,405,200 

255,400 

1,217,400 

732,200 

22,200 

13,220,600

前年度 

6,992,000 

2,001,000 

220,800 

1,335,000 

254,400 

1,346,100 

638,800 

21,600 

12,809,700

金　額 

343,000 

40,000 

△8,600 

70,200 

1,000 

△128,700 

93,400 

600 

410,900

前年比 

4.9 

2.0 

△3.9 

5.3 

0.4 

△9.6 

14.6 

2.8 

3.2

予　算　額 比　　　較 

●平成２５年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

予 備 費  

2,995,400 

79,000 

6,000 

5,800 

2,000 

210,000 

20,000 

25,000 

10,700 

1,156,000 

4,000 

283,580 

93,686 

524,915 

408,390 

16,261 

3,101 

44,077 

60,000 

377,490 

1,009,600 

7,335,000

3,071,500 

81,000 

6,400 

5,800 

2,000 

230,000 

20,000 

25,000 

6,000 

1,040,000 

4,100 

288,301 

94,687 

451,377 

520,463 

4,384 

2,501 

66,447 

60,000 

374,840 

637,200 

6,992,000

△2.5 

△2.5 

△6.3 

0.0 

0.0 

△8.7 

0.0 

0.0 

78.3 

11.2 

△2.4 

△1.6 

△1.1 

16.3 

△21.5 

270.9 

24.0 

△33.7 

0.0 

0.7 

58.4 

4.9

40.8 

1.1 

0.1 

0.1 

0.0 

2.9 

0.3 

0.3 

0.1 

15.8 

0.1 

3.9 

1.3 

7.1 

5.6 

0.2 

0.0 

0.6 

0.8 

5.1 

13.8 

100

43.9 

1.2 

0.1 

0.1 

0.0 

3.3 

0.3 

0.3 

0.1 

14.9 

0.1 

4.1 

1.4 

6.4 

7.4 

0.1 

0.0 

0.9 

0.9 

5.4 

9.1 

100

125,439 

710,768 

2,410,220 

563,391 

385,868 

288,532 

862,553 

342,945 

811,945 

0 

831,339 

2,000 

7,335,000

132,675 

647,898 

2,135,631 

543,540 

425,372 

281,581 

758,070 

276,808 

814,525 

93,000 

880,900 

2,000 

6,992,000

△ 5.5 

9.7 

12.9 

3.7 

△ 9.3 

2.5 

13.8 

23.9 

△ 0.3 

皆減 

△ 5.6 

0.0 

4.9

1.7 

9.7 

32.8 

7.7 

5.3 

3.9 

11.8 

4.7 

11.1 

0.0 

11.3 

0.0 

100.0

1.9 

9.3 

30.6 

7.8 

6.1 

4.0 

10.8 

4.0 

11.6 

1.3 

12.6 

0.0 

100.0

歳 入 合 計 

歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

・
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
策
定
・
小
中

学
生
の
学
力
向
上
推
進 

・
児
童
生
徒
の
国
際
理
解
教
育
と
小

学
校
の
英
語
活
動
の
推
進 

・
食
育
推
進
計
画
に
も
と
づ
く
食
育

の
推
進
と
安
全
で
安
心
な
学
校
給

食
の
提
供
（
米
飯
給
食
を
週
４
回

に
増
や
し
て
提
供
） 

社
会
教
育
課 

・
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
保
存
修
理

事
業
継
続 

・
柳
田
國
男
の
顕
彰
事
業
推
進
と 

　
「
柳
田
國
男
ふ
る
さ
と
賞
」
の
創
設 

・「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

の
推
進 

・
文
化
推
進
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
の

実
施 

●私たちが負担する税（１人当たり）● 
※2月28日現在の人口19,569人で153,069円 

その他 0％　15円 
軽自動車税 1.4％　2,197円 

たばこ税 5.4％　8,299円 

固定資産税 54.7％ 
83,684円 

　　町民税 38.5％ 
　　　58,874円 
うち個人分 27.5％　 
　　　42,128円　 

５ 

●基金積立金現在高● 
平成25年度末残高見込 

一 般 会 計　　21億7,200万円（１人当たり約111,000円） 
特 別 会 計　　　3億8,700万円（１人当たり約　20,000円） 
合　　　　計　　25億5,900万円（１人当たり約131,000円） 

H21 H22 H23 H24（見込） H25（見込） 

百万円 

特別会計分 

一般会計分 
552

1,870

473

2,150 2,150

360 408

2,209

387

2,172

●地方債現在高● 
平成25年度末残高見込 

一 般 会 計　　　98億2,900万円（１人当たり約　502,000円） 
公営企業会計　　119億3,400万円（１人当たり約　610,000円） 
合　　　　計　　217億6,300万円（１人当たり約1,112,000円） 

H21 H22 H23 H24（見込） H25（見込） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 

10,839

9,556

11,339

9,359

11,682

9,492

11,755

9,545

11,934

9,829

●私たちに使われる町のお金（１人当たり）● 
※2月28日現在の人口19,569人で374,828円 

議会費　6,410円 

衛生費 
　28,790円 

総務費　36,321円 

民生費 
123,165円 

予備費　102円 
公債費　42,483円 

教育費　41,492円 

農林水産業費 
　19,718円 

商工費　14,744円 

土木費　44,078円 

消防費 
17,525円 



　
兵
庫
県
・（
公
財
）兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
主
催
の
平
成
２４
年
度
人
権

問
題
文
芸
作
品
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
の
詩
部
門
・
一
般
の
部
に
お
い

て
、
　
谷
千
春
さ
ん（
西
田
原
）の
作
品
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
家
族
団
ら
ん
の
よ
う
す
が
あ
た
た
か
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　サクサクして中はしっとりでとてもおいしい、 
　何度も作りたいドーナツです。オーブンやト
ースターで温めると、より揚げたてにちかい味
がお楽しみいただけます。 
 
〈作り方〉 
①もちむぎ粉、小麦粉、ベーキングパウダーを
合わせてふるいにかける。 

②卵、牛乳、砂糖、水を混ぜ合わせる。 
③①と②を混ぜ合わせて、ごまを入れる。 
④ラップをかけて１時間程度ねかせる。 
⑤④をめん棒で２㎝の厚さにのばし、ドーナツ
形に型をぬく。 

⑥フライパンに油を入れ、１８０℃の温度で、き
つね色になるまで、こんがり揚げる。 

〈材料〉ドーナツ型　約１０個分 
もちむぎ粉　　１２０ｇ 
小麦粉　　　　３００ｇ 
ベーキングパウダー　小さじ４ 
砂糖　　　　　１００ｇ 
卵　　　　　　１個 
牛乳　　　　　１８０cc 
水　　　　　　８０cc 
ごま　　　　　大さじ１ 
揚げ油　　　　適量 

こののぼり旗が目印です！ 

６ 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を延
長して行っています。 
　対応業務は、住民票、戸籍、 
印鑑証明書、所得証明書の交 
付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 



自
律（
立
）の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

　“オープンガーデン２０１３” 　“オープンガーデン２０１３” 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　今年も心弾む季節がやって来ました。 
　オープンガーデンを通じて、地域社会の活性化や、
潤いと安らぎのあるまちづくりに寄与することを目的
に活動している会員が、丹精込めて作った自慢の庭を
一般公開します。お誘い合わせのうえ、ご来場くださ
い。 
期間　Ａ前期　　４月１９日～２１日 
　　　Ｂ後期①　５月１０日～１２日 
　　　Ｃ後期②　５月２４日～２６日 
公開場所（ＡＢＣは開催期間） 
　尾上定信宅（南大貫）Ａ 
　山田威史宅（山崎）ＡＢ 
　滝脇れい子宅（馬田）ＡＢＣ 
　もちむぎのやかた（辻川）ＡＢＣ 
　澤田芳昭宅（南大貫）ＢＣ 
＊ガイドマップをご希望の方は文化センターへ。 
 

 
　今月（４／２０～５／１９）のボランティア活動予定を
お知らせします。ぜひご参加ください。 
ココロンクラブ 
　４月２０日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　５月１日（水）９：００～　ＪＡ八千種前花壇 
　５月１５日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 
－気軽に　無料　秘密を守ります－ －気軽に　無料　秘密を守ります－ 

　少年相談は、子どもの問題であると同時に親の問
題でもあります。子どもに問題行動のきざしがあれば、
早い時期に相談してください。 

－平成２４年度の相談内容と件数（平成２４年４月～平成２５年２月）－ 

内
　
　
容 

相
談
対
象
者 

不
登
校
・
　 

　
　
い
じ
め 

学
習
・
進
路 

異
性
・
性
・ 

　
友
人
関
係 

親
子
関
係
・ 

し
つ
け
・
子
育
て 

身
体
・
性
格 

反
社
会
的
行
動 

学
校
・
教
師 

の
指
導
　
　 

そ
　
の
　
他 

合
　
　
計 

件数 

幼 

小 

中 

高 

他 

0 

0 

0 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0 

0 

0

1 

0 

0 

0 

1 

0

1 

0 

1 

0 

0 

0

0 

0 

0 

0 

0 

0

9 

0 

2 

5 

2 

0

4 

0 

0 

4 

0 

0

5 

0 

3 

0 

2 

0

20 

0 

6 

9 

5 

0

教育相談日 
【電話相談】 

毎週　月・火・金曜日 
９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 
　26－1010（内線６１１） 

【面接相談】 
　毎週　水曜日 

９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 
　※事前にお電話ください 

　神崎郡青少年補導センターは、青少年の非行化防
止・健全育成を関係機関や関係団体と連携、協力し
ながら、総合的に推進しています。 

神 崎郡青少年補導センター  
市川町西川辺177　　26－1010（内線611） 

７ 

第４４８回定例会 
（３月議会） 

　
本
年
度
、
「
自
律（
立
）の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
制
度
」
を
作
り
ま

し
た
。 

　
地
域
の
「
夢
」
に
向
か
っ
て
目

標
を
決
め
、
自
ら
活
動
に
参
加
し
、

よ
り
よ
い
集
落
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
予
算
は
１
１
０
０
万
円
で
、
一

定
の
割
合
で
３３
集
落
に
配
分
さ
れ

ま
す
。 

一
、
地
域
総
合
援
護
シ
ス
テ
ム
等

で
事
業
計
画
と
予
算
を
つ
く
る
。 

一
、
事
業
計
画
と
予
算
書
及
び 

　
事
業
結
果
と
決
算
書
を
役
場
に

　
報
告
す
る
。 

　
こ
の
二
つ
の
ほ
か
は
自
由
で
す
。 

　
議
会
で
、
ば
ら
ま
き
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
目
的

ど
お
り
「
自
分
で
決
ま
り
を
作
り
、

そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
自
律 

（
立
）
の
力
」
が
育
て
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
町
政
運
営
の
目
標
は
、

「
自
律
（
立
）
の
心
を
育
て
、
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

こ
の
目
標
の
精
神
を
町
民
の
み
な

さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
す
。 

　
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
に

「
理
論
も
そ
れ
が
大
衆
を
つ
か
む

や
い
な
や
物
質
的
な
力
と
な
る
」

が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
よ
い
目

標
を
掲
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
思

い
が
相
手
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
絵

に
描
い
た
餅
と
い
う
わ
け
で
す
。 

　
私
を
含
む
町
職
員
が
言
葉
を
磨

き
、
国
語
力
を
身
に
つ
け
て
、
町

の
思
い
を
伝
え
切
り
、
み
な
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
自
律（
立
）

の
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
福
崎
町
第
４
次
総
合
計

画
の
最
終
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

計
画
実
践
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
新
し
い
計
画
を
準
備
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
町
は

「
自
治
基
本
条
例
」
の
作
業
を
進

め
て
お
り
、
６
月
議
会
で
の
制
定

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
計
画
は
、
こ
の
条
例
の

主
旨
に
そ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
参

画
と
協
働
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 



福崎町 

　
最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

い
じ
め
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
私
は
、
そ
の
い
じ
め
の
ニ

ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
「
な
ん
で 

？
」
と
思
い
ま
す
。
な
ん
で
何
も

し
て
な
い
子
を
い
じ
め
る
ん
、
な

ん
で
そ
ん
な
に
人
を
傷
つ
け
る
ん
、

な
ん
で
い
じ
め
ら
れ
と
る
子
は
、

一
人
で
悩
ん
で
だ
れ
に
も
相
談
し

い
ひ
ん
の
と
よ
く
思
い
ま
す
。 

　
私
は
、
一
人
で
悩
ま
ん
と
家
族

や
先
生
に
相
談
し
た
ら
、
ち
ょ
っ

と
は
ち
が
う
と
思
う
し
、
解
決
で

き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

い
じ
め
を
受
け
て
自
殺
す
る
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、

相
手
を
追
い
こ
ん
で
殺
す
な
ん
て

ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め
を

し
た
の
に
反
省
し
て
い
な
い
と
い

う
の
も
、
最
低
な
人
た
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
そ
の
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
子
は
や
り
た
い
こ
と
も
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
う
の
に
、
か

わ
い
そ
う
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
で
も
私
は
、
自
殺
す
る
く
ら
い

な
ら
、
そ
の
死
ぬ
勇
気
が
あ
る
な

ら
、
家
族
に
相
談
し
て
、
方
法
を

見
つ
け
て
、
ま
た
新
し
く
出
発
し

た
ら
い
い
の
に
な
あ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
ま
ず
先
生
や
家
族
た
ち
が

気
づ
い
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
先
生
や
家
族
が
気
づ
い
て

あ
げ
れ
ば
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

子
も
は
げ
ま
さ
れ
る
と
思
う
し
、

力
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
い

じ
め
ら
れ
て
、
自
分
な
ん
か
生
き

て
い
て
も
役
に
立
た
な
い
と
思
っ

て
自
殺
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
家
族
が
悲
し
み

ま
す
。
せ
っ
か
く
お
母
さ
ん
が
お

な
か
を
痛
め
て
産
ん
で
く
れ
た
大

切
な
大
切
な
命
な
の
だ
か
ら
大
事

に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、

大
事
に
育
て
て

く
れ
た
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん

の
た
め
に
も
自

殺
な
ん
か
せ
ず

に
自
信
を
持
っ

て
生
き
て
ほ
し

い
で
す
。 

　
も
し
、
私
が

い
じ
め
ら
れ
た

と
し
て
も
、
お

母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
に
相
談
し

て
、
一
人
で
た

め
こ
ま
な
い
よ

う
に
し
て
解
決
し
て
、
ま
た
、
自

信
を
持
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
で

す
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
を
も

し
見
か
け
た
ら
、
先
生
に
言
っ
て
、

そ
の
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
子
を
は

げ
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
、
い
じ
め

に
負
け
な
い
く
ら
い
の
勇
気
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ

て
す
ぐ
く
じ
け
て
何
も
で
き
な
い

と
思
う
し
、
そ
の
い
じ
め
の
こ
と

を
家
族
に
言
う
勇
気
も
大
事
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。
も
し
、
今
い
じ

め
ら
れ
て
い
て
、
家
族
に
言
え
な

い
の
な
ら
、
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ

て
言
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
そ
し
て
、
今
い
じ
め
み
た
い
な

悪
い
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
う
い
う
悪
い
ニ
ュ
ー
ス

が
少
し
で
も
減
っ
て
良
い
ニ
ュ
ー

ス
が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
、
少
々
い
や
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
く
じ
け
な
い
で
、

た
め
こ
ま
な
い
で
、
自
分
を
責
め

な
い
で
、
せ
っ
か
く
神
様
か
ら
も

ら
っ
た
命
な
の
で
大
切
に
し
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
せ
っ
か
く
神
様

か
ら
も
ら
っ
た
命
を
い
じ
め
を
受

け
て
自
殺
す
る
と
い
う
こ
と
が
な

く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

い
じ
め
に
打
ち
勝
つ
、
強
い
勇
気

も
い
る
と
思
う
の
で
、
い
じ
め
ら

れ
て
も
、
す
ぐ
く
じ
け
な
い
で
負

け
な
い
勇
気
を
持
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
い
じ
め
な
ん
か
は
な
く
な

っ
て
、
み
ん
な
笑
顔
で
い
ら
れ
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。 

福崎小学校２年（当時）　田中咲貴 

高岡小学校２年（当時）　山口颯太 

福崎東中学校２年（当時）　内藤千鶴 

い
じ
め
と
そ
れ
に
打
ち
勝
つ 

勇
気 福

崎
小
学
校
６
年（
当
時
） 

玉
井
寧
々 

お
も
い
や
り
　
こ
こ
ろ
の
わ
っ
か 

　
つ
な
が
る
ね 

田
原
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

赤
松
紗
奈 

つ
ら
い
時
　
き
み
の
こ
と
ば
で 

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ 

八
千
種
小
学
校
３
年（
当
時
） 

水
田
と
も
や 

恥
ず
か
し
く
な
い
　
人
と
の
違
い
は 

　
自
分
の
個
性 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

藤
後
莉
早 

広
げ
よ
う
　
み
ん
な
の
温
も
り 

　
み
ん
な
の
笑
顔 

福
崎
東
中
学
校
３
年（
当
時
） 

庄
　
　
栞 

８ 



　本は子どもの生きる力を養い、子どもの成長にとっ
て欠くことのできないものです。本を読むことで新し
い言葉を獲得し、その言葉の表す内容を理解すること
で思考力を高めます。また、先人の知恵や勇気、経験
や努力を知り、自分の生き方を見つけることができます。 
　福崎町では、乳幼児から中学生を中心とした１８歳ま
での子どもを対象に、子どもたちがいつでも自由に意
欲的に読書に親しむことができるよう、目標と指針を
まとめました。 
　子どもが進んで読書をする習慣を身につけるためには、
何よりも保護者や家族の積極的な協力が必要です。図
書館や図書館応援隊が実施する行事に参加することに
より読書活動のきっかけを作り、家族みんなで読書の
時間を持つことにより読書に親しむ環境を作りましょう。 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（４月１３日～５月１日） 

おはなし会 

4月13日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
5月1日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

4月27日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
ご亭主のにがてにんじん　他」 

蔵書点検のため休館します 
4月16日（火）～24日（水） 

　図書館の本をすべて１冊ずつ点
検しますので、長期にわたり休館
します。 
　休館にともない、４月１４日（日）
まで２０冊４週間貸出します。 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書5冊 
「世界から猫が消えたなら」　川村　元気 
「けさくしゃ」　　　　　畠中　　恵 

講師　図書館応援隊民話かたりべ研究会　代表　鎌谷泉さん 
対象　小学生から大人まで 
申込　図書館カウンターまたはお電話でお申し込みください。 

「みんなで楽しむ日本の古典講座」受講生募集 

回 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

内　　　容 

播磨国風土記の中の福崎 

古事記の中の福崎　　　 

日本書紀の中の福崎　　 

郷土の偉人　　　　　　 

開催日（予定） 

5月末 

8月末 

11月末 

2月末 

「福崎町子どもの読書活動推進計画」を策定しました 

毎月２９日は「ノーゲーム・ノーテレビデー」にして
家族みんなで読書（家読：うちどく※）をしましょう！ 
※家読（うちどく）とは、家族で同じ本を読んで語り
合ったり話題にしたりすることです。 

家　庭　　　 
（読書活動の基礎）　　　 

■フクちゃん読書の日 
「ノーゲーム・ 
　　　ノーテレビデー」の実施 

　　■家読（うちどく）の実施 

図書館 
・ブックスタート事業 
・子ども向け行事の充実 

保育所・幼稚（児）園 
　・読み聞かせの機会を増やす 
　・月刊絵本の購読 

小中学校 
　・図書館見学、学校訪問の積
　　　極的な計画 
　・図書委員による読書啓発活
　　　動の推進 

図書館応援隊 
・本の楽しさを伝える 
・来館のきっかけ作り 

『福崎町子どもの読書活動推進計画』は図書館ホームページでご覧いただけます。 

９ 

サキちゃんも 
本が大好き 

◇平成２５年度フクちゃん読書の日 

◇平成２５年度サキちゃん読書の日 
　　平成２６年３月９日（日） 

４月２９日（月） 

７月２９日（月） 

１０月２９日（火） 

１月２９日（水） 

５月２９日（水） 

８月２９日（木） 

１１月２９日（金） 

３月２９日（土） 

６月２９日（土） 

９月２９日（日） 

１２月２９日（日） 



役
所
職
員
を
か
た
る
 

還
付
金
詐
欺
 

〔
相
談
〕 

　
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
「
保
険

料
が
返
っ
て
く
る
の
で
約
３
万
円

を
振
り
込
む
。
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
記
帳
し
て
確
認
し
て
み
た
が

振
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

聞
い
て
い
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

電
話
を
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
窓
口
に

誘
導
さ
れ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

操
作
を
し
た
。
そ
の
後
、
通
帳
を

見
る
と
約
５０
万
円
が
出
金
さ
れ
て

い
た
。
驚
い
て
保
険
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
る
と
、
電
話
を
か
け
て

い
な
い
と
言
わ
れ
た
。
だ
ま
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。 （

７０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
還
付
金
詐
欺
の
手
口
に
酷
似
し

て
い
た
た
め
、
す
ぐ
に
警
察
に
行

き
、
被
害
届
け
を
出
し
て
口
座
凍

結
し
て
も
ら
う
よ
う
助
言
し
ま
し

た
。 

〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
役
場
や
社
会
保
険
事
務
所
を
名

乗
り
、
医
療
費
や
社
会
保
険
料
の

還
付
金
手
続
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

誘
導
さ
せ
て
送
金
さ
せ
る
手
口 

（
い
わ
ゆ
る
還
付
金
詐
欺
）
は
２

０
０
８
年
頃
に
多
数
発
生
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
減
少
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
ま
た
還
付
金

詐
欺
と
思
わ
れ
る
相
談
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

　
最
近
は
、
「
還
付
金
が
あ
る
。

返
金
さ
れ
な
い
よ
う
な
ら
電
話
を

す
る
よ
う
に
。
」
と
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
を
案
内
さ
れ
、
「
手
続
は
今

日
中
」
な
ど
と
言
っ
て
、
短
時
間

の
う
ち
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
金
融
機
関

以
外
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
操
作

を
行
う
よ
う
に
誘
導
す
る
手
口
が

目
立
ち
ま
す
。 

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
情
報
に

よ
る
と
、
「
１
時
間
以
内
に
手
続

が
必
要
」
と
せ
か
さ
れ
た
り
、
ス

ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
携
帯
電
話
を

持
っ
て
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
た

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
役
場
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
行
う
よ
う

連
絡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察

か
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
他
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
付

さ
れ
た
後
、
他
業
者
か
ら
「
そ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
選
ば
れ
た
人
だ

け
に
送
付
さ
れ
る
。
倍
の
値
で
買

い
取
る
の
で
代
わ
り
に
購
入
し
て

ほ
し
い
。
」
な
ど
と
電
話
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
「
買
え
買
え
詐
欺
」

と
呼
ば
れ
る
詐
欺
の
手
口
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
詐
欺
行
為
で
お
金
を

振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
返
金
は
難

し
い
た
め
、
充
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

＊
現
在
、
「
社
会
保
険
事
務
所
」 

は
、
「
年
金
事
務
所
」
に
名
称

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

生活科学 
センター 
だより 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

　健康と安全な食生活を考えながら、旬の食材を活かして楽

しく調理実習をします。 

実施期間　５月～１０月の第３水曜日 

　　　　　１０：００～１３：００ 

会　　場　生活科学センター調理室 

内　　容　身近な食材で手軽にできる 

　　　　　料理やお菓子作りなど 

参 加 費　材料費のみ実費 

申込受付期間 

　４/９（火）～１９（金） 

定　　員　４５人（希望者の

多い場合は抽選で決定し

ます。） 

★申し込みは、生活科学セ

ンター（　２２－４９７７）へ。 

さ
 
ぎ
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けて 
いますのでご利用ください。　　　　　 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

23

１０ 



１１ 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

立
命
館
大
学
　
高
橋
明
裕 

「
地
域
の
聞
き
取
り
に
風
土
記
の
故
地
を
探
る
」 

　
福
崎
町
『
播
磨
国
風
土
記
』
調

査
関
連
事
業
と
し
て
、
地
区
ご
と

の
地
域
文
化
財
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
古
代
の
文
献
で

あ
る
「
風
土
記
」
を
知
る
上
で
地

域
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
得
ら
れ

た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
役
立
て
ら

れ
る
の
か
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
福
崎
町
の
南
半
は
『
播
磨
国
風

土
記
』
の
多
駝
里
に
入
っ
て
い
ま

す
。
多
駝
里
に
は
邑
曰
野
、
八
千

軍
野
、
粳
岡
と
い
う
地
名
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
多
駝
里
の
中
心
地

は
多
田
廃
寺
跡
が
あ
る
隣
の
山
田

町
多
田
で
あ
り
、
粳
岡
は
船
津
町

の
小
丘
に
比
定
さ
れ
、
邑
曰
野
は

西
光
寺
野
か
ら
加
西
市
両
月
町
に

か
け
て
の
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
８
月
、
「
風
土
記
」

の
八
千
軍
野
に
ち
な
む
と
考
え
ら

れ
る
八
千
種
の
庄
地
区
・
鍛
治
屋

地
区
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。 

　
八
千
種
は
、
江
戸
時
代
に
は
庄
・

余
田
・
鍛
治
屋
・
小
倉
の
四
村
で

し
た
が
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年

に
合
併
し
て
八
千
種
村
と
な
り
、

大
貫
村
を
併
せ
た
後
、
福
崎
町
と

な
り
ま
し
た
。
余
田
・
庄
地
区
は

住
吉
山
と
春
日
山
の
間
、
鍛
治
屋

地
区
は
春
日
山
の
西
に
広
が
っ
て

お
り
、
西
光
寺
野
か
ら
平
田
川
沿

い
に
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
が
広
が

り
、
「
八
千
軍
野
」
に
ふ
さ
わ
し

い
景
観
を
も
っ
た
地
域
で
す
。 

　
庄
地
区
の
聞
き
取
り
で
は
、
こ

の
辺
り
は
北
条
と
の
行
き
来
が
昔

か
ら
あ
り
、
伊
勢
講
が
さ
か
ん
だ

っ
た
頃
は
加
西
と
の
境
界
の
福
井

谷
付
近
で
伊
勢
参
り
帰
り
の
人
を

迎
え
る
行
事
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

の
付
近
に
「
境
」
と
い
う
小
字
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

鍛
治
屋
地
区
で
の
聞
き
取
り
で
は
、

か
く
し
ほ
ち
ょ
じ
行
事
に
つ
い
て

伺
い
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
狐
追

い
行
事
の
際
に
は
御
幣
を
地
区
内

２
箇
所
に
立
て
る
こ
と
、
１
箇
所

は
多
田
と
の
境
界
に
立
て
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
多
田
と
の
境
及
び

山
田
と
の
境
で
は
、
正
月
２
・
３

日
に
子
ど
も
ど
う
し
の
け
ん
か
、

石
の
投
げ
合
い
が
戦
後
直
後
ご
ろ

ま
で
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
中
近
世
に
お
い
て
、
石

合
戦
、
つ
ぶ
て
打
ち
、
印
地
打

ち
な
ど
と
呼
ば
れ
、
５
月
の
節

句
や
小
正
月
の
風
習
と
し
て
各

地
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

節
句
の
子
ど
も
の
行
事
、
１
年

の
豊
作
を
占
う
意
味
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
け
ん
か

を
す
る
集
団
は
決
し
て
仲
が
悪

い
の
で
は
な
く
双
方
が
密
接
な

関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
す
。 

　
古
代
の
「
八
千
軍
野
」
は
北

条
方
面
と
を
結
ぶ
交
通
ル
ー
ト

に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
八
千

種
地
区
は
船
津
町
、
山
田
町
多

田
・
山
田
地
区
と
結
び
つ
い
て
、

古
代
の
多
駝
里
を
構
成
し
て
い

ま
し
た
。
中
世
に
は
蔭
山
庄
と

い
う
荘
園
の
一
部
で
し
た
。
地

域
の
歴
史
文
化
の
聞
き
取
り
を

通
じ
て
風
土
記
の
故
地
の
歴
史

性
を
裏
づ
け
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。 

　
地
区
の
み
な
さ
ん
が
ご
存
じ

の
昔
か
ら
の
行
事
や
生
活
の
記
憶

も
文
化
財
で
す
。
地
域
に
遺
さ
れ

た
文
化
財
を
活
か
し
て
、
地
元
の

歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と

に
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

た
だ
の
さ
と 

い
ん
じ 

お
お
わ
ち
の 

や
　
ち 

く
さ
の 

ぬ
か
お
か 

フェニックス共済 
兵庫県住宅再建共済制度 

（財）兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００　　http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

震災から学んだ「助け合いの大切さ」を自然災害への 
備えに生かしたフェニックス共済に、ぜひご加入ください。 

マンションにお住まいの皆様へ 
従来の個人加入に加え、管理組合が1棟単位で加入できる 
制度もあります。 

●複数年一括支払時には割引があり更にお得 
●地震保険や他の共済との併用可能 
●申込用紙は、郵便局、県民局、市町、金融機関窓口等に設置 

（個人加入） 

（管理組合加入） 

※半壊以上の被害 
　を受けて再建、 
　購入、補修した 
　場合 

年額 
5,000円 

年額 
2,400円×住戸数 

最高 
600万円 

最高 
300万円×住戸数 

負担金 給付金 

きつね追い行事の際、御幣を立てる多田との 
境界付近。石合戦もこの辺りで行われた。 

住吉山と春日山にはさまれた八千種の「野」の 
景観。（西から東を望む） 



平成25年度 学童保育園のご案内 平成25年度 学童保育園のご案内 
　共働き家庭や母子・父子家庭などで、小学校から
帰宅しても誰もいない留守家庭の子どものために、
福崎町では、学校や地域の協力を得て学童保育園を
開設し、留守家庭児童の保護・健全育成を図ってい
ます。学童保育園は、年齢の異なった子どもたちが
家庭的な雰囲気の中で、遊びを主として仲良く協力
しながら放課後を過ごすことを目的としています。 
開設場所 
　・・福崎西部学童保育園（福崎・高岡小学校区対象） 
　　　福崎小学校北校舎　１階空き教室 
　・・福崎東部学童保育園（田原・八千種小学校区対象） 
　　　旧田原保育所跡地　学童保育専用施設 
対象児童　町内の小学校１～３年生の留守家庭の児童 
開園日時　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 
　　　　　（日曜日・祝日・年末年始等を除く毎日） 
　　　　　・・平日：学校終了後～１８：００ 
　　　　　・・授業のない日：８：００～１８：００ 

※土曜日：希望する場合　８：００～１８：００ 
　センター方式により全小学校区対象に福崎
東部学童保育園で実施します。福崎西部学
童保育園では実施しませんのでご注意くだ
さい。 

負 担 金　月額６，０００円（要保護・準要保護家庭等
　　　　　については減免制度あり） 
通園方法 
　・・田原・福崎小学校の児童：徒歩 
　・・八千種・高岡小学校の児童：町マイクロバス 
　　※帰りは保護者に迎えにきていただきます。 
申請方法　印鑑を持参して学校教育課へ。 
問い合わせ先　教育委員会　学校教育課（内線２５２） 

春　スタ
ート 

　２月２４日、文化センターで「第６回中播磨子
ども会オセロ大会」が開催されました。低学年の
部・高学年の部ともに、郡大会から勝ち上がった
１６人と姫路市内からの１６人の計３２人が盤上で熱
い対戦を行い、互いの知恵を競い合いました。 
　福崎町内からの参加者の入賞者は次のとおりで
す。おめでとうございます。 
 
　＜低学年の部＞　２位　松岡洋伸 
　＜高学年の部＞　３位　直江蒼士 

１２ 

　３月２５日、東
大貫の鎌谷春治さ
んが満百歳を迎え
られました。 
　話すこと、歌う
ことが大好きとい
うことで、お祝い
訪問の際には、年

齢を感じさせないとてもお元気な姿を拝見する
ことができました。温かい家族に囲まれて、す
てきな笑顔も印象的でした。 
　また、毎日欠かさずに日記を書かれていると
いうことです。 
　一日一日を大切に、さらなるご長寿をお祈り
します。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に、
お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 



吹奏楽・ギターマンドリン・大正琴・
津軽三味線・和太鼓演奏・ダンス・
踊り・コーラス・マジック・民話の
かたりべ・紙芝居・福祉体験スタン
プラリー・辻川界隈まち歩きと三獅子山ハイキング 
など 
もちむぎパスタ店をはじめ、いろいろなお店がでるよ！ と　き：4月27日（土）9：30～15：00 

ところ：第１グランド駐車場周辺 
　　　　（雨天一部開催） 

～民俗学のふるさと・銀の馬車道ふれあい事業～ 

歴史民俗資料館 

柳田國男・松岡家記念館 

恐竜お絵かき教室 
企画展「くらしと民具」 

企画展 
「松岡映丘画稿展～映丘が描く武者絵～」 

イベント

１３ 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　フクちゃんとサキちゃんが、もち麦の成長過程を紹

介する楽しい紙芝居ができました。もち麦に関心や親

しみをもっていただくため、町内の保育所、幼稚園、

小学校に配置して

います。 

　また、図書館で

貸出をしています

ので、ご利用くだ

さい。 

“もち麦が、できるまで”　　　 “もち麦が、できるまで”　　　 “もち麦が、できるまで”　　　 
　　　　紙芝居ができました 

『早寝・早起き・朝ごはんを 

食べよう』を合言葉に… 

子どもも大人もみんなで実践 

しましょう。 

機構改革のお知らせ 

役場の組織が変わりました 役場の組織が変わりました 役場の組織が変わりました 
　参画と協働のまちづくり、自律（立）のまちづ
くりを進め、課題や住民ニーズに柔軟に対応す
るため、４月から役場の組織を変更しました。 

名　称 内　　　　容 

地域振興課 
商工・観光の振興 
自律（立）のまちづくりの推進 

農林業振興 
地産地消の推進 

上・下水道の窓口一本化 
上・下水道業務の効率化・連携の強化 

農林振興課 

上下水道課 

〔課の配置図〕 

〔新設・統合等の課〕 

地域　 
振興課 

企画財政課 

総務課 

出納室 

まちづくり課 

農林振興課 
上
下
水
道
課 

住
民
生
活
課 

健
康
福
祉
課 

税
　
務
　
課 

入口 入口 

１階 ２階 

※イベント等の内容は変更となる場合があります。 
　後日のチラシでご確認ください。 

　「民俗辻広場まつり」の開催にあわせ、三木家住宅
を臨時公開します。 
　今回は、柱や梁などの軸組の修理状況を見ていただ
けます。あわせて、痕跡調査で発見された墨書等も展
示します。 
　ふだんは見ることのできない修理工事現場のようす
を、ぜひご覧ください。 
　日時　４月２７日（土）９：３０～１５：００ 
　場所　三木家住宅（西田原１１０６） 
　　　　※申込は不要です。 

（社会教育課） 

県指定文化財 

三木家住宅を臨時公開！ 三木家住宅を臨時公開！ 三木家住宅を臨時公開！ 

はり 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

１４ 

農業委員会

農業委員会 
だより 

［平成２５年度］（平成２５年４月～平成２６年３月分） 
　　　　　定額保険料　１５，０４０円 
　　　　　付加保険料　　　４００円 

　国民年金制度には、学生で前年所得が基準額以下の

人を対象に、手続きをして承認されると保険料を納め

ることが猶予される「学生納付特例制度」があります。 

　希望する方は、忘れずに手続きしましょう。 

対象者 

　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専

修学校・各種学校などに在籍する学生（各種学校の場合、

修業年限が１年以上であることが必要） 

所得の基準額 

　学生本人の前年所得１１８万円以下（扶養親族等がい

る場合、その数に応じて加算） 

承認期間 

　４月から翌年３月までの学生である期間 

申請方法 

　住民生活課に年金手帳及び学生であることを確認で

きる書類（学生証または在学証明書）をご持参ください。 

※学生納付特例を承認された場合で、翌年度も引き続

き在学予定の場合は、４月上旬までに日本年金機構

からハガキ形式の申請書が送られます。 

国民年金の保険料が変わります 

学生のみなさんは 
「学生納付特例」の手続きも忘れずに 

日　時　５月１６日（木）１０：００～１５：００ 
会　場　サルビア会館　２階　講義室 
対象者　福崎町の住民 
持参物　年金手帳・年金証書・認印 
　　　　その他相談内容により必要な書類 

＊代理の場合は、委任状と本人確認のでき
る身分証明書（免許証等） 

予約受付期間　４月１５日（月）～５月１０日（金） 
　　　　　　　土・日・祝日を除く８：３０～１７：１５ 
申込先　住民生活課（内線３７４） 

姫路年金事務所による 
年金出張相談　開催　 

予約制 

Ｑ．近隣に住む親類から「高齢のため耕作できなくなってきたので、所有し
ている田を譲り受けてほしい。」という話があります。どのような申請を
したらいいのでしょうか。また、借りて耕作する場合はどうでしょうか。 

 
Ａ．農地を農地のまま譲り受けたり借りたりする場合は、農地法第３条の
申請が必要です。許可を受けるには主に次の要件があります。 
●権利取得後のすべての農地について効率的に利用し、耕作を行うこと。
（違反転用・遊休農地がないこと。） 

●取得しようとする者の住所地から取得しようとする農地までの距離（通
作距離）が原則１５km以内であること。 

●権利取得後の農地経営面積が３,０００㎡以上であること。 
●取得しようとする農地の周辺地域における農地等の農業上の効率的か
つ総合的利用の確保に支障を生じさせないこと。（農地の集団性の阻害、
水利調整への支障など） 

　※新規就農者は別に営農計画書の提出が必要です。 
　詳しい要件については、農業委員会へお問い合
わせください。 
　また、市街化区域以外で農地の貸し借りを行う
場合は、農業経営基盤強化促進法による利用権設
定を利用することもできます。福崎町では、年３
回（４月・５月・１１月）の各月初旬に農林振興課で
受け付けています。 
問い合わせ先 
　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

農地のＱ＆Ａ 

平成２５年度　国民年金保険料　納入早見表 

※一部納付（一部免除）されている方は「毎月納付（翌月末振替）」 
　のみのご利用となります。 

毎月納付（納付書による現金納付 
及び翌月末振替の口座振替）　　 

毎月振替【早割】 
  （当月末振替の口座振替） 

１４,９９０円 

―― 

―― 

―― 

―― 

―― 

―― 

１５,０４０円 

８９,９４０円 

８９,５１０円 

８９,２１０円 

９０,２４０円 

１７９,８８０円 

１７９,０２０円 

１７８,４２０円 

１７７,２８０円 

１７６,７００円 

１８０,４８０円 

保険料額 
１か月分 

保険料額 
６か月分 

保険料額 
１年度分 

６か月前納（現金納付） 

６か月前納（口座振替） 

１年前納（現金納付） 

１年前納（口座振替） 

毎月お得 

最もお得 



ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 
４月１１日（木）・５月９日（木）　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体
遊びなどを楽しみます。 
ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 
５月２日（木）　文化センター　２階　和室 
　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、
親子でいっしょに楽しみます。 
※いずれも申込は不要です。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 

火～金曜日　９：００～１６：００ 
 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 

月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 

月～木曜日　９：００～１６：００ 
 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

　親子向けの楽しいオリジナルミュージカルを家
族みんなで楽しみませんか？ 
日　時　５月１８日（土）１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場　所　田原幼児園　お遊戯室 
公演者　ミュージカルサークル“みっくすじゅうす” 
　　　　「フローラ姫と怪盗レッド」 
対　象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 

１５ 

時　間　１０：００～１１：３０　駐車場はあります。 
持ち物　お茶 
申込先　おひさまらんど 
※現地集合・現地解散で、雨天の場合は中止となります。
不明な点は、おひさまらんどにお問い合わせください。 

　お友達といっしょに公園に出かけ、楽しい時間
を過ごしませんか？お子さんと遊びながら子育て
の悩みを話したり、情報交換をしたりして、ゆっ
くり楽しんでください。 

日　程 

４月１８日（木） 

４月２３日（火） 

４月２６日（金） 

実　施　場　所 

辻川山公園（辻川） 

スポーツ公園（福田） 

市川河川公園（新町） 

　食に関することは気になることがいっぱい･･･。
他のお母さんはどんなことに気をつけているの？
お子さんといっしょに遊びながら、大切な食生活
についておしゃべりしませんか？ 
日　時　５月２０日（月）　１０：００～１１：３０ 
場　所　おひさまらんど 
テーマ　「子どもの食生活…って気になる！！」 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込先　おひさまらんど 
定　員　１５組 

　５月から地域の公民館に出向き、すきっぷひろばを
開きます。お子さんといっしょに絵本やわらべうた遊
びを楽しみながら、子育ての悩みを話したりお母さん
同士で情報交換したりして、ゆったりと過ごしませんか。 

※時間１０：００～１１：００　申込不要。 
　対象地区以外の方も参加できます。 
※平成２５年度から、高岡校区１か所、八千種校区２か 
　所で開催します。 
　　　　　　　　（問い合わせ先：おひさまらんど） 

日　程 実施場所 対象地区 
5月10日（金） 
5月13日（月） 
5月21日（火） 
5月24日（金） 
5月27日（月） 
5月30日（木） 

馬田公民館 
板坂公民館 
西光寺公民館 
吉田公民館 
西野公民館 
大門公民館 

馬田・出屋敷 
高岡校区 

西光寺・西野野垣内 
八反田・吉田 

西野 
大門・加治谷・亀坪 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
４月１６日（火）文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 
　子育てになやみや不安はつきものです。ささいなこと

でも話すことで心が軽くなることがあると思います。子

どもを遊ばせながら、気軽に子育ての悩みや疑問を相談

してみませんか？ 

個別相談 



１６ 

第31回 
福崎町美術展開催 

第31回 
福崎町美術展開催 

●会　期：５月１７日（金）～１９日（日） 

　　　　　９：００～１７：００（１９日は１５：００まで） 

●会　場：エルデホール 

　日本画、洋画、書、

写真、彫塑工芸５

部門の公募作品な

どを展示します。 

　多数のご来場を

お待ちしています。 

（文化センター） 

介護保険からのお知らせ 

地域密着型サービス事業者 
を決定しました 

地域密着型サービス事業者 
を決定しました 

地域密着型サービス事業者 
を決定しました 

公募した事業 

小規模多機能型 
居宅介護 
（介護予防） 

圏域 

福崎西中学校区内 

事業者名 

社会福祉法人 
ネバーランド福 
祉会 

（決定日）平成２５年３月１４日 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３５３） 

国
民
健
康
保
険 

　
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
に
つ
い
て 

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱

退
に
つ
い
て
は
、
必
ず
届
け
が

必
要
で
す
。 

 

●
社
会
保
険
か
ら
の
脱
退
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
方 

必
要
書
類 

・
社
会
保
険
（
健
康
保
険
）
喪

失
証
明
書 

※
離
職
票
や
雇
用
保
険
の
確
認

通
知
書
と
は
別
で
す 

・
印
鑑 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人

確
認
証
明
書
（
免
許
証
・
住

基
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
発
行

の
顔
写
真
つ
き
の
も
の
） 

・
年
金
証
書
（
６５
歳
未
満
の
方

で
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
方
） 

 

　
退
職
等
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
期
間
内
に
届
出
を
せ

ず
後
日
届
け
を
さ
れ
た
場
合
、

社
会
保
険
脱
退
日
ま
で
最
長
３

年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
届
け
を
さ
れ
た
日
か
ら
の
加

入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
社
会
保
険
へ
の
加
入
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
さ

れ
る
方 

・
社
会
保
険
被
保
険
者
証
（
社

会
保
険
加
入
後
に
国
民
健
康

保
険
か
ら
脱
退
さ
れ
る
方
全

員
の
証
） 

・
印
鑑 

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人

確
認
証
明
書
（
免
許
証
・
住

基
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
発
行

の
顔
写
真
つ
き
の
も
の
） 

※
ど
ち
ら
の
届
出
も
、
住
民
票

上
別
世
帯
の
方
が
代
理
人
と

し
て
届
出
に
来
ら
れ
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

 

　
届
け
が
遅
れ
る
な
ど
に
よ
り

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
日
以

降
に
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用

さ
れ
た
場
合
は
総
医
療
費（
１０
割
）

か
ら
自
己
負
担
額
を
ひ
い
た
額

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

〜
お
届
け
は
１４
日
以
内
に
〜 

　
３
月
９
日
付
で
副
町
長
を
再
び
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
光
栄
に
思
い
ま
す
と
と
も

に
、
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ

り
ま
す
が
、
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
職

務
の
遂
行
に
誠
心
誠
意
あ
た
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す
る

た
め
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
原
案
を
作
成
し
、
住
民
の
意
見（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
中
で
は
、
町
の
将
来
像
を
示

す
総
合
計
画
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
福
崎
町
の
伝
統
で
あ
る
福

祉
施
策
等
の
社
会
保
障
を
守
り
、
福
崎
駅

周
辺
整
備
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
応
す
る
内

水
対
策
等
の
大
型
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
要
不
急

の
事
務
事
業
の
見
直
し
や
効
率
的
な
行
政

改
革
等
に
取
り
組
み
、
職
員
の
資
質
向
上
、

徹
底
し
た
情
報
開
示
を
行
い
、
全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
す

る
覚
悟
で
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

福
崎
町
副
町
長 

　
橋
本
省
三 

　平成２４年度に公募した地域密着型サービス事業者

の選考について、審査の結果、次のとおり事業者を

決定しました。 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
４
月
１６
日
（
火
） 

　
　
５
月
２１
日
（
火
） 

　
　
６
月
１８
日
（
火
） 

　
　
７
月
１６
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
７
月
中
の
利
用

は
５
月
２
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な

昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

特
別
支
援
学
校
、
施
設
・
作
業

所
等
に
通
わ
れ
て
い
る
方
へ 

　
福
崎
町
で
は
、
特
別
支
援
学
校

（
旧
盲
・
聾
・
養
護
学
校
）
や
施 

設
・
作
業
所
等
に
通
わ
れ
て
い
る

方
に
「
就
学
援
助
金
」
及
び
「
通
園

補
助
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

該
当
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

・
就
学
援
助
金
…
特
別
支
援
学
校

に
就
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
方 

・
通
園
補
助
金
…
福
崎
町
外
の
特

別
支
援
学
校
ま
た
は
施
設
・
作

業
所
等
に
週
３
回
以
上
通
っ
て

い
る
方
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
無

料
送
迎
利
用
の
場
合
を
除
く
） 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
書 

・
各
学
校
、
施
設
等
の
在
学
・
在

園
証
明
書 

・
印
鑑 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

  

看
護
師
の
就
業
・
養
成
説
明

会
開
催 

　
中
・
西
播
磨
地
域
の
医
療
機
関

の
就
業
情
報
や
看
護
系
学
校
を
紹

介
す
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

●
病
院
合
同
就
職
説
明
会 

日
時
　
５
月
１８
日（
土
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時
３０
分 

場
所
　
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
３
Ｆ 

　
　
　
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル 

対
象
　
看
護
学
生
・
看
護
師 

参
加
病
院
　
中
・
西
播
磨
圏
域
の 

　
３２
病
院 

●
看
護
系
学
校
合
同
説
明
会 

日
時
　
５
月
１８
日（
土
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時
３０
分 

場
所
　
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
Ｂ
２
Ｆ 

　
　
　
市
民
ア
リ
ー
ナ
Ａ 

対
象
　
高
校
生
・
社
会
人 

参
加
病
院
　
兵
庫
県
・
岡
山
県
の 

　
看
護
系
学
校
２６
校 

問
い
合
わ
せ
先 

　
中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所 

　
企
画
課 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
２
０
７ 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集 

　
独
立
行
政
法
人
　
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
活
か

し
て
開
発
途
上
国
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
に
富
ん
だ
人
を
募
集
し

ま
す
。 

募
集
期
間
　
５
月
１３
日（
月
）ま
で 

対
象 

◆
青
年
海
外
協
力
隊 

　
　
満
２０
歳
〜
満
３９
歳 

◆
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
満
４０
歳
〜
満
６９
歳 

問
い
合
わ
せ
先 

公
益
社
団
法
人
　
青
年
海
外
協

力
協
会 

　
０６
・
６
３
７
５
・
２
２
２
４ 

ア
ド
レ
ス 

http://w
w
w
.jica.go.jp/kansai/ 

enterprise/volunteer/index.htm
l

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
２
月
分
） 

〈
三
木
家
住
宅
に
関
す
る
事
業
〉 

寄
附
者
　
㈱
マ
ル
フ
ク
Ｅ
Ｃ
様 

　
　
　
　（
福
崎
町
） 

寄
附
金
額
　
１０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

　従来のカレンダーに加えて、裏面にはごみの分別表を印刷しています。 

　この機会に、もう一度ごみの分別について見直していただき、ごみの

減量化、リサイクルの推進にご協

力ください。 

　また、ごみは指定された収集日

の朝８時３０分までにごみステーシ

ョンに出してください。マナーを

守り、清潔で快適な環境作りを心

がけましょう。 

　家庭ごみ収集カレンダーがお手

元にない方は、住民生活課でお渡

ししますので、窓口にお越しくだ

さい。 

（住民生活課） 

家庭ごみ収集カレンダーが新しくなりました 家庭ごみ収集カレンダーが新しくなりました 家庭ごみ収集カレンダーが新しくなりました 

ろ
う 

１７ 



１８ 

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
！ 

日
時
　
５
月
１１
日（
土
） 

　
　
　
８
時
３０
分
受
付
予
定 

※
雨
天
時
は
５
月
１８
日
（
土
）
に

延
期
し
ま
す
。 

場
所
　
第
１
グ
ラ
ン
ド 

チ
ー
ム
構
成
　
町
内
在
住
・
在
勤

者
６
人
で
チ
ー
ム
を
編
成 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加

費
（
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
）
を

添
え
て
４
月
１６
日
（
火
）
〜
３０

日（
火
）に
第
１
体
育
館
へ
。 

注
意
事
項 

・
必
ず
６
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

・
各
チ
ー
ム
３
人
ず
つ
に
分
け
他

チ
ー
ム
と
組
み
、
相
互
審
判
で

競
技
し
ま
す
。 

・
メ
ン
バ
ー
変
更
は
、
登
録
の
な

い
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
第
１
体
育
館（
　
２２

・
１
１
５
３
）へ
。（
月
曜
休
館
） 

  「
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者

募
集
！ 

日
時
　
５
月
２５
日（
土
） 

　
７
時
５０
分
　
体
育
館
駐
車
場
発 

　
８
時
　
　
　
第
２
グ
ラ
ン
ド
発 

　
※
雨
天
決
行 

場
所
　
鉢
伏
高
原 

定
員
　
６０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。

（
電
話
で
の
申
込
は
不
可
） 

参
加
費
　
大
人
（
中
学
生
以
上
） 

　
　
　
　
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
小
人
（
小
学
生
以
下
） 

　
　
　
　
５
０
０
円 

募
集
期
間 

　
５
月
１
日（
水
）〜
１９
日（
日
） 

そ
の
他 

・
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

・
現
地
で
は
自
由
行
動
に
な
り
ま

す
。 

※
詳
し
く
は
第
１
体
育
館 

　（
　
２２
・
１
１
５
３
）へ
。（
月

曜
休
館
） 

       

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

「
第
１９
回
福
崎
町
６
人
制
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
者
募
集
！ 

日
時
　
５
月
５
日（
日
・
祝
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
女
性 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
　
４
月
２５
日
（
木
）
ま
で
に

第
１
体
育
館
（
月
曜
休
館
）
ま

た
は
協
会
役
員
・
大
杉
（
　
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
２２
・
３
２
３
１
）
へ
。 

  

柔
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

●
常
　
く
ん
が
兵
庫
県
代
表
に
選
出 

　
２
月
１１
日
に
開
催
さ
れ
た
「
兵

庫
柔
道
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」

に
お
い
て
、
常
　
司
竜
く
ん
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

５
月
５
日
に
講
道
館
大
道
場
で
開

催
さ
れ
る
全
国
少
年
柔
道
大
会
の

兵
庫
県
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

●
神
崎
郡
総
体
柔
道
競
技
開
催 

　
３
月
３
日
、
第
１
体
育
館
で 

「
第
２２
回
神
崎
郡
総
体
柔
道
競
技
」

が
行
わ
れ
、
み
ん
な
大
活
躍
を
し

ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
小
学
１
・
２
年
生
の
部
】 

１
位
　
辻
川
陽
大
（
福
崎
小
） 

【
小
学
３
年
生
の
部
】 

１
位
　
後
藤
颯
大
（
協
会
） 

【
小
学
５
年
生
の
部
】 

１
位
　
埴
岡
千
浩
（
田
原
小
） 

２
位
　
菅
原
麻
衣
（
田
原
小
） 

【
小
学
６
年
生
の
部
】 

１
位
　
三
輪
桜
子
（
田
原
小
） 

２
位
　
菅
原
大
輔
（
田
原
小
） 

 

●
柔
道
教
室
参
加
者
募
集
！ 

対
象
　
保
育
園
児
以
上
の
男
女 

練
習
日 

　
毎
週
日
曜
日
　
９
時
３０
分
か
ら 

　
毎
週
水
曜
日
　
１９
時
３０
分
か
ら 

※
詳
し
く
は
、
柔
道
協
会
・
難
波

　（
　
２３
・
０
５
０
１
）
へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

平
成
２５
年
度
第
１
回
警
察
官
募
集 

受
付
期
間 

・
持
参
の
場
合
　
４
月
１８
日（
木
） 

・
郵
送
の
場
合
　
４
月
１２
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
） 

試
験
日
　
５
月
１２
日（
日
） 

募
集
人
員 

（
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込
み
） 

・
男
性
警
察
官
Ａ
　
約
２
７
０
人 

・
女
性
警
察
官
Ａ
　
約
２０
人 

（
Ａ
以
外
で
既
卒
者
） 

・
男
性
警
察
官
Ｂ
　
約
３０
人 

・
女
性
警
察
官
Ｂ
　
約
５
人 

特
別
選
考 

・
情
報
処
理
　
　
　
約
２
人 

（
性
別
不
問
） 

・
武
道
Ａ
・
Ｂ
　
　
約
４
人 

（
性
別
不
問
）（
柔
術
・
剣
道
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
福
崎
警
察
署
　
警
務
係 

　
　
２３
・
０
１
１
０ 

　（
内
線
２
１
３
） 

春の全国交通安全運動 

　交通事故にあわないよう十分に注意し、交通

ルールを守り、正しい交通マナーの実践を心が

けましょう。 

○自転車を利用する際は安全利用を心がけてく

ださい。 

○飲酒運転は絶対にしないでください。 

○全ての座席でシートベルト・チャイルドシー

トを正しく着用してください。 

○夕暮れ時に自動車・自転車を利用する場合は、

早めのライト点灯を心がけ、歩行者は反射材

などを身につけてください。 

○運転中に携帯電話を使用しないでください。 

４月６日（土）～１５日（月） 



立
春
や
射
す
陽
明
る
き
雨
上
が
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
春
立
ち
て
心
と
き
め
く
旅
プ
ラ
ン 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

さ
ざ
波
の
光
る
野
池
や
春
立
つ
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

野
地
蔵
に
願
掛
け
頭
巾
春
立
つ
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

白
梅
咲
く
室
津
の
丘
に
遊
女
墓 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

白
梅
咲
く
小
枝
に
結
ぶ
吉
み
く
じ 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

梅
咲
け
ど
虚
空
を
に
ら
む
仁
王
尊 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

雨
風
に
耐
え
て
ふ
く
ら
む
梅
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

炎
立
つ
節
分
の
夜
の
宮
か
が
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

片
栗
の
花
咲
く
丘
に
人
の
群
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

母
に
よ
く
似
て
き
し
娘
春
隣 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

図
書
館
へ
本
借
り
に
行
く
四
温
の

日
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

早
春
や
小
学
唱
歌
口
ず
さ
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

ぴ
か
ぴ
か
に
靴
を
磨
き
し
春
立
つ

日
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

朽
ち
塀
に
通
う
穴
あ
り
猫
の
恋 

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

春
菊
の
香
も
ほ
ん
の
り
と
朝
餉
汁 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

愛
犬
の
塚
に
咲
き
た
り
犬
ふ
ぐ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

水
涸
る
る
川
の
中
州
に
ほ
そ
く
佇
つ
孤
高
の
鷺
に
風

花
す
さ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

睡
り
ゐ
る
刻
長
け
れ
ば
耳
を
寄
せ
病
む
夫
の
息
確
か

め
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

月
を
経
て
出
逢
い
し
孫
は
人
見
知
り
渋
面
作
り
母
親

さ
が
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 
 

ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ト
と
幼
と
男
の
影
伸
ば
し
遠
山
照
ら

し
夕
日
落
ち
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

日
な
た
ぼ
こ
亡
父
の
話
を
語
る
母
思
い
出
く
り
ゆ
く

ひ
と
と
き
の
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

柴
灯
の
火
マ
グ
マ
と
な
り
ぬ
う
ぶ
す
な
の
杜
に
春
よ

ぶ
梢
ぞ
ぞ
め
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

向
き
会
ひ
て
仲
睦
ま
じ
き
老
二
人
手
作
り
さ
れ
し
掛

饂
飩
食
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

立
春
の
言
葉
の
ひ
び
き
眩
き
も
春
ま
だ
遠
く
一
日
を

籠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

眠
ら
れ
ず
灯
り
つ
け
た
る
真
夜
中
を
声
掛
け
る
が
に

柱
時
計
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

厄
除
け
の
神
に
詣
で
て
祭
文
を
き
く
間
も
コ
ー
ト
の

襟
を
た
た
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

過
ぎ
去
り
し
は
よ
き
時
代
か
な
抽
斗
の
古
き
手
帳
を

と
き
に
ひ
ら
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

お
の
こ 

ち
　
ち 

さ
い
と 

ま
ば
ゆ 

ず
き
ん 

こ
く
う 

し
お
ん 

ほ
む
ら
た 

は
る
と
な
り 

俳

句

会 

短

歌

会 
　「１に健康２に笑顔３に明るい町づくり」を目標に、
次の教室を開催します。新しい教室が増えました。自
分に合った運動を見つけてください。 

＜申込について＞ 
・全教室とも参加料は５００円です。 
・参加者はスポーツ保険に別途加入していただきます。 
・印鑑持参のうえ、参加料と保険料を添えて直接体育館へ。 
※詳しくは、第１体育館（　２２－１１５３）教室担当へ。 

第１期健康スポーツ教室参加者募集！ 第１期健康スポーツ教室参加者募集！ 

＜健康スポーツ教室＞　申込期間：4月12日（金）～25日（木） 

＜健康教室＞　申込随時受付 

教 室 名 期　間 曜日 場　　所 時　間 対　象 定員 

リフレッシュ体操教室 

教 室 名 期　間 

年間通して 
い き い き 教 室 

にこにこスポーツ教室 

健康ソフトバレー教室 

朝のフィットネス教室 

夜のフィットネス教室 

減量フィットネス教室 

トランポ・ロビックス教室 

５月７日～６月２５日 

５月１０日～６月２８日 

５月８日～６月２６日 

５月１１日～６月２９日 

毎火曜日 

毎金曜日 

毎水曜日 

毎土曜日 

第１体育館 球技室 

第１体育館 
トレーニング室 

第１体育館 球技室 

１０：００～１１：４５ 

曜　日 時　間 対　象 

第２・４火曜日 

第２・４木曜日 
１３：３０～１５：００ 

１０：１５～１１：４５ 

１８:００～１９：２０ 

１９:３０～２１：００ 

１８：３０～１９：４５ 

一般女性 

一般女性 

場　　所 

八千種研修センター 

３０人 

３０人 

１５人 

１５人 

１５人 

２５人 

誰でも可 

１９ 



風しんの流行が拡大中です。先天性風疹症候群を防ぐためにも、身近に妊婦や妊娠を 
望む女性がいる方は、ぜひ風しんワクチンの接種を受けてください。 
　（定期接種対象者以外の方は有料です。） No.300

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

２０ 

　いずみ会は、「私たちの健康は私たちの手で」を合

い言葉に、地域で食生活を通じた健康づくりをすす

めています。ご自身やご家族の健康を「食生活」か

ら育み、健康の輪を広げるために、いっしょに楽し

く学びましょう。 

開講日　平成２５年６月～平成２６年１月頃 

　　　　（原則、毎月第１・３木曜日の午前）計１３講座 

　　　　※１０回以上の出席で修了証書が交付されます。 

場　所　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）他 

内　容　食生活や健康に関する講義や調理実習など 

費　用　年間３,５００円（テキスト代、調理実習材料代など） 

申込方法　電話・FAX等で下記へ直接申込 

申込期間　５月３１日（金）まで 

講座の申込み・問い合わせ先　地域保健課　栄養士 

あなたやご家族の健康を「食生活」から育みましょう！ 

平成２５年度いずみ会リーダー　　 
　　　　　　養成講座受講者募集 

平成２５年度の相談日 

第２ 
水曜日 

月 

時間 
・ 
場所 

９：３０～１１：３０ 
中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 
＊事前に予約をしてください。 

４ 

１０ 

５ 

８ 

６ 

１２ 

７ 

１０ 

８ 

２１ 

９ 

１１ 

１０ 

９ 

１１ 

１３ 

１２ 

１１ 

１ 

８ 

２ 

１２ 

３ 

１２ 

例えばこんな相談・・・ 
　●難病などの療養に必要な食事 
　　内容等を知りたい 
　●加工食品の栄養成分表示の活 
　　用方法を知りたい 
　●食品に栄養成分を表示したい 

栄養相談日のお知らせ 

　これまでは任意の予防接種（法律上の義務はなく個
人の希望により行う予防接種）であった右表の予防接
種が、４月から定期の予防接種（法律によって接種が
定められた予防接種）に変わります。なお、定期の予
防接種費用は無料です。 
　母子健康手帳を確認しながら接種を受けましょう。 

４月からヒブ・小児用肺炎球菌・
子宮頸がん予防接種が定期の予防
接種に変わります 

〈接種時の持ち物〉　母子健康手帳・予診票 
　（予診票について） 

①子宮頸がん予防ワクチン分については、４月開催予定
の講演会で配布します。 

②ヒブ・小児用肺炎球菌分については、平成２５年２月
以降生まれの方には、こんにちは赤ちゃん訪問（生後
２か月頃）時に配布します。なお、平成２５年２月以前
生まれの方は、保健センターへ取りに来てください。 

〈予防接種実施医療機関〉（○のついている予防接種を実施しています。） 

（H２５.３月時点） ＊事前に必ず予約を入れてください。 

医療機関名 

山田医院 

松岡クリニック 

平野病院 

城谷医院 

吉田クリニック 

ミナミ整形外科 

松岡産婦人科クリニック 

アキタケ外科医院 

電話番号 

２２－５３０５ 

２２－７８８５ 

２２－１２３７ 

２２－００６４ 

２２－０００４ 

２３－０７８９ 

２２－００３２ 

２２－５０１２ 

子宮 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

ヒブ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

肺炎球菌 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

種　類 
対象者 標準接種開始 

月（年）齢 接種回数（接種間隔） 

接　　種 

子宮頸がん予 
防ワクチン　 

小児用肺炎球 
菌ワクチン　 

ヒブ（インフル 
エンザ菌b型） 
ワクチン　　 

３
回
接
種 

１３歳となる日
の属する年度
の初日から１６
歳となる日の
属する年度の
末日までの間
にある女性 

２か月齢以上 
５歳未満の者 

生後２～６か月 

生後７～１１か月 

１～４歳 

生後２～６か月 

生後７～１１か月 

１歳 
２～４歳 

中学1年生
（１３歳相当）
の女子 

２か月齢以上 
５歳未満の者 

＜サーバリックスの場合＞ 
初回接種から１か月後に２回目 
初回接種から６か月後に３回目 

＜ガーダシルの場合＞ 
初回接種から２か月後に２回目 
初回接種から６か月後に３回目 

４回接種（４～８週間の間隔で３回、３
回目接種後７～１３か月の間に４回目） 

３回接種（４～８週間の間隔で２回、２
回目接種後７～１３か月の間に３回目） 

４回接種（２７日以上の間隔で３回、３
回目接種後６０日以上の間隔をおい
て４回目） 

３回接種（２７日以上の間隔で２回、２
回目接種後６０日以上の間隔をおい
て３回目） 

１回接種 

２回接種（６０日以上の間隔をあけて） 

１回接種 

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　２２－１２３４ 



保健センターだより 

２１ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２４.４月生まれの児 

H２５.１月生まれの児 

Ｈ２４.１２月生まれの児 

Ｈ２４.６月生まれの児 

H２２.２・３月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

４/８（月） 

月～金 

４/２３（火） 
 

４/８（月） 
 

４/８（月） 

４/２４（水） 

４/１６（火） 

４/２４（水） 

４/１７（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター4月定例行事予定 

＊二種混合・三種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・
小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種は、接種間隔に気を
つけましょう。 

＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 

　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ミ
ナ
　
ネ
バ
ネ
バ
丼
＆
み
そ
汁 

小
西
風
雅
さ
ん（
高
岡
小
学
校
６
年
）の
作
品 

 
材料　・ご飯　茶碗１杯　・おくら５本 
　　　・長いも　おたま１/２杯 
　　　・納豆（たれ）１/２パック　・温泉玉子１個
　　　・かつお節　適量　・だししょうゆ　適量 
作り方　①おくらをゆでて切る。 
　　　　②長いもをする。 
　　　　③納豆にたれを混ぜる。 
　　　　④丼ぶりにご飯をもって、その上に、長

いも、おくら、納豆を入れ、真ん中を
少しへこまして温泉玉子を割り入れる。 

　　　　⑤かつお節をまぶす。 
　　　　⑥だししょうゆをかける。 
 
 
材料　・だし汁１５０cc　・みそ大さじ１/２ 
　　　・あげ１/８枚　・豆腐１/４丁 
　　　・まいたけ１/８ふさ　・ねぎ適量 
作り方　①だし汁に、きざんだあげ、さいの目切

りの豆腐を入れて煮る。 
　　　　②もう一度ふっとうしてきたら、さいた

まいたけを入れる。 
　　　　③みそをとき入れる。 
　　　　④うつわに盛ってねぎをちらす。 

ネバネバ丼 

みそ汁 食
欲
の
な
い
夏
や
、
忙
し
い

朝
で
も
”す
る
す
る
“っ
と
食

べ
れ
ま
す
。
ね
ば
ね
ば
食
材

は
栄
養
満
点
で
す
。 

朝ごはん 
レシピ⑤ 

　現在、小児慢性特定疾患医療受給者証の交付を受け、
平成２５年８月１日以降も引き続き交付を希望する方
は、更新申請が必要です。 
　対象者へは新しい申請書等を郵送する予定です。
５月上旬頃までに届かない場合は、ご連絡ください。 
 
対象者　８月１日以降も引き続き医療受給者証の交

付を希望される満２０歳未満の方（８月１日
時点） 
※一定の医学的基準を満たす方が引き続き
対象となります。詳しくは主治医にご相
談ください。 

受付期間　５月１日（水）～６月２８日（金） 
　　　　　※土・日・祝日は除きます。 
申請先　地域保健課 

　３月に各戸配布させていただいた「健診意向

調査」の締め切りは３月２２日でした。ご協力あ

りがとうございました。この結果を健診等の健

康づくり施策に役立てます。 

　まだ提出されていない方が

あれば、添付の返信用封筒で

お早めに保健センターへお送

りください。 

　親子でいっしょに楽
しく運動を通してスキ
ンシップを図りません
か。 
　最近、運動不足のお
父さん、お母さんも家
族みんなで元気アップ
しましょう。 
日時　毎月第２土曜日　１０：００～１２：００ 
場所　第１体育館 
講師　神戸医療福祉大学教員・体育指導員 
対象　就学前幼児・小学生及びその保護者 
※詳細については、４月中旬に園・学校をとおして
案内します。 

『健診意向調査』は提出されましたか？ 

『フクちゃん　　　　　　 
サキちゃんクラブ』 
親子運動教室 

『フクちゃん　　　　　　 
サキちゃんクラブ』 
親子運動教室 

大募集 

『小児慢性特定疾患医療受給者証』 
の更新申請手続きが始まります　 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２５年２月末現在 

７，２１２世帯 
９，３３１人　 

３４人　 
１４人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５６９人 
１０，２３８人 

５３人 
１７人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２２ 

今
月
号
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー 

で
は
福
崎
の
ぶ
ら
り
と
訪
れ 

て
み
た
い
名
所
な
ど
を
ご
紹 

介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

 　
福
崎
西
中
学
校
２
年
生
と
福
崎
小
学
校
３
年
生

の
み
な
さ
ん
が
、
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
住
み
や
す
く
訪
れ
や
す
い
ま
ち
に
つ

い
て
ク
ラ
ス
で
考
え
、
「
こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た

ら
い
い
な
」
と
い
う
未
来
図
を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
掲
載
作
品
は
、
松
本
萌
々
さ
ん（
当
時
中
２
）の

絵
画
と
日
野
優
さ
ん（
当
時
小
３
）の
紙
版
画
で
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
三
獅
子
山
は
、
辻
川
山
、
妙
徳
山
、
大
門
宮
山
か

ら
な
り
、
遠
方
か
ら
望
む
と
三
頭
の
獅
子
が
伏
せ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
三
獅
子
山
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
は
、
民
俗
の
森

（
辻
川
山
）、
文
殊
御
山
の
森（
妙
徳
山
）、
大
門
宮
山

の
森
と
名
付
け
ら
れ
、
遊
歩
道
も
設
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し

め
ま
す
。 

　
取
材
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
早
春
の
里
山
を

気
持
ち
よ
く
散
策
で
き
ま
し
た
。
辻
川
の
柳
田
國

男
生
家
や
、
妙
徳
山
の
神
積
寺
、
大
門
宮
山
の
岩
尾
神
社
な
ど
、
ど
の
山
も

麓
に
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
名
所
が
あ
り
、
散
策
の
帰
り
に
福
崎
の
歴
史
に
ふ

れ
る
と
い
っ
た
楽
し
み
方
も
で
き
ま
す
。 

　
取
材
を
し
て
、
福
崎
町
に
は
た
く
さ
ん
自
然

や
歴
史
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
が
あ
る
の
だ
な
と

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
三
つ
の
山
を
登
り
終

え
た
頃
に
は
程
よ
い
疲
労
感
と
達
成
感
が
得
ら

れ
、
と
て
も
充
実
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
心

身
と
も
に
豊
か
に
し
て
く
れ
る
福
崎
の
自
然
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

（
川
上
達
也
・
長
尾
正
樹
・
大
西
　
岳
） 

▲辻川山山頂からの景色 

み
ん
ぞ
く 

だ
い
も
ん
み
や
や
ま 

も
ん
じ
ゅ
み
や
ま 


